
令和 8 年度 第 1 回 介護医療連携推進会議 議事録 

日 時: 令和 8 年 5 月 19 日 13 時 30 分 

場 所: 竹田けあほーむ 

 

管理者兼施設長より挨拶 

竹田： 本日はお忙しい中、また、季節外れの暑い中、お時間をとってお越しいた

だき誠にありがとうございます。 

台町地区長さんですが、所用がありご欠席となっております。 

また、新たに民生委員の瀧澤京子様を新しくお迎えしまして、有意義な会

議にさせていただければと思っております。 

竹田けあほーむ及び 24 時間巡回介護えがおは、皆様のご理解とご協力の

もとおかげさまで 9 年 6 ヶ月を経過しました。 

職員についても 3 年 6 ヶ月ほど職員の出入りもなく安定した事業所運営

となっております。職員の働きやすい職場が利用者様の介護を受けやすい

環境や安心が出来る日々を過ごせることを提供できております。 

それでは、本日の介護医療連携推進会議についてよろしくお願いいたしま

す。 

① 介護医療連携推進委員の変更について 

小林： 民生委員の変更に伴い、荒生興子様から瀧澤京子様に変わられたとのこと

で、今回、介護医療連携推進委員の変更がございます。 

② 事業所別運営状況について 

 資料の通り説明があった。 

③ 各種委員会報告 

 1. 感染対策委員会 

対象期間に該当なし 

 2. 高齢者虐待防止委員会 

対象期間に該当なし 

 3. 身体拘束廃止委員会 

対象期間に該当なし 

 3. 苦情解決対応委員会 

資料の通り説明があった。 

 4. 事故発生防止委員会 

資料の通り説明があった。 

④ 他事業所との連携状況について 

小林： 長井市訪問看護ステーション様とケアサービスさくら訪問看護ステーショ



ン様の 2 事業所と連携を図っておりましたが、今年の 3 月末でケアサー

ビスさくら訪問看護ステーション様が事業所を閉じられたとのことから、

今年度は長井市訪問看護ステーション様のみとなりました。今後とも何卒

ご協力を賜られればと存じます。 

⑤ 事例紹介 

  体調変化に伴い感情が起伏する利用者への支援 

 退院後からの在宅訪問支援 

⑥ その他 

 

小林： 全体を通してのご感想・ご意見を各委員の皆様から頂戴できればと存じま

す。 

加藤様： 長井市訪問看護ステーションの管理者を務めております。加藤と申しま

す。事例でもありましたご利用者様を当事業所としても関わらさせていた

だいております。 

大きな声を上げたり、手を振り上げたりというところを対応してくださり

大変ありがたいことだと思って聞いておりました。退院後に気力の低下が

見て取られましたので、私たちも対応するときは、「はい」や「いいえ」

で答えられる質問ではなく、できるだけ声を出して答えてもらえる質問を

投げかけるように統一しております。 

車いすで廊下を移動なさっている時に、職員の方から声を掛けてもらえる

と励みになると思いますので、今後もお願いしたいと思っております。 

荒生様： 長井市福祉あんしん課の荒生です。 

ご利用者様の状態を伺い、皆様の意向に沿った対応をいただいたことにあ

りがとうございます。 

長井市から情報提供として 1 点お伝えしたいと思います。 

今年度から介護認定の有効期間ですが、令和 8 年 4 月より最大で 36 ヶ

月だったものが、最大で 48 ヶ月の有効期間の導入をさせていただいてお

ります。 

瀧澤様： 民生委員の瀧澤と申します。 

初めて参加させていただきました。利用者さんに寄り添った対応していた

だいているなとすごく感じております。 

近所というところもあり、救急車が来た時には、竹田けあほーむだなと推

測しておりますが、以前から比べると救急車の出動要請が減ってきている

なと感じております。 

武田様： 利用者家族の武田です。 

利用者である本人もそうですが、家族の私自身も親身になって細やかなと



ころまで相談させていただいたり、不安を振り覗いていただいたりと、寄

り添って介護していただきており大変ありがたく思っております。 

山口様： ここに入所して結構な時間が経過したのですが、今感じていることは今の

生活より 1 ミリでも品質の高い生活をするためには、日々、「働いて、働

いて、働いて」いるスタッフの皆さんの力添えに甘えるだけではなく、ま

ずは利用者自身が前向きに努力していかなければならないと、強く思いま

した。 

小林： 以上を持ちまして、令和 8 年度 第 1 回介護医療連携推進会議を終了さ

せていただきます。本日はお忙しい中、ご出席を賜り誠にありがとうござ

いました。 

 

  



令和 8 年度第１回 介護医療連携推進会議 名簿 

【委員】     

 

 氏  名 所属団体 備  考 

１ 山口 正朗  様 利用者 代表 出  席 

２ 武田 美香子 様 利用者家族 代表 出  席 

３ 松永 政和  様 長井市台町地区 地区長 欠  席 

４ 瀧澤 京子  様 長井市台町地区 民生委員 出  席 

５ 加藤 紀子  様 長井市訪問看護ステーション 出  席 

6 荒生 優子  様 長井市福祉あんしん課 出  席 

 

【事務局】     

 

 氏  名 所属団体 備  考 

１ 竹田 香織 代表取締役  

２ 小林 正巳 総務部  

３ 吉田 隆二 竹田けあほーむ 施設長代理  

４ 千葉 順子 計画作成責任者  

 

  



令和 8 年度第１回介護医療連携推進会議資料 

1. 事業所別運営状況について（令和 8 年３月末現在） 

① 利用者数推移 

単位：人 

利用者数 R7 年 10 月 R7 年 11 月 R7 年 12 月 R8 年１月 R8 年 2 月 R8 年 3 月 

竹田けあほーむ 11 11 11 12 12 12 

市内巡回 19 20 20 19 19 17 

 

② 介護度別利用者数 

単位：人  

年 月 訪 問 先 
要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 

R8 年 3 月 
竹田けあほーむ 2 3 3 2 2 

市内巡回 6 6 3 0 2 

 

③ 居宅介護事業所別利用者数 

    

単位：人        

居宅介護事業所名 利用者数 

長井市社会福祉協議会 ３ 

在宅介護支援センター慈光園 11 

リバーヒル長井介護支援サービスセンター 3 

（株）サン十字居宅介護支援サービス長井 1 

ケアサービスさくら ３ 

寿泉荘 居宅介護支援事業所 3 

介護センター 薬師温泉 ２ 

さんゆう すずらん １ 

公徳会ほのぼの居宅支援センター 2 

合  計 29 

 

④ 世帯構成別の利用者割合（市内巡回） 

世 帯 構 成 利用者数 利用者数割合 

単身世帯 8 人 42.2％ 

高齢者世帯 5 人 26.4％ 

2 世代以上同居世帯 6 人 31.6％ 



 

⑤ 職員の状況 

年間常勤換算 平均 11.60 人 

 

 

2. 各種委員会報告 

1. 感染対策委員会 

なし 

2. 高齢者虐待防止委員会 

なし 

3. 身体拘束廃止委員会 

なし 

4. 苦情解決対応委員会 

① 請求書に他の入居者の写真が入っていた件 

② 無断で自宅に入室した件 

③ 手指消毒、無断で自宅に入室、シーツ汚染の件 

 

5. 事故発生防止委員会 

事故発生状況についての報告（令和 7 年１０月～令和 8 年３月） 

事故種類 件数 事故種類 件数 

転倒・転落 10 感染 0 

外傷 9 自傷 0 

誤嚥・誤飲 0 利用者同士のトラブル 0 

異食 0 金銭 0 

離設 0 紛失・破損 1 

食中毒 0 与薬 4 

熱傷 0 注射 0 

点滴 0 介護保険・契約関連 0 

その他 7   

【その他の内容】 

 利用者の身体に新聞結束紐が絡まっていた。 

 トイレ内にて自力移乗動作の際に転倒寸前で支えて無事だった。 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

技能介護職員 9.00 9.00 9.00 9.00 9.00 9.00 

他の職員 2.59 2.54 2.51 2.53 2.66 2.73 



 処方箋を病院から処方してもらい、病院で FAX したが、調剤薬局に届いておらず、

処方箋の交付期間を過ぎてしまった。 

 食事のおかずにプラスチック手袋の破片が混入していた。 

 酸素濃度測定後に手が滑って、計測器を利用者の頭部に落下させた。 

 ヘルパーが利用者の靴を脱がせて、ベッド移乗させようとヘルパーが上体を起こした

際にヘルパーの頭部が利用者の頭部と接触した。 

 補充用洗剤容器に食器用洗剤を補充すべきところを、漂白剤を補充した。 

 

 

3. 他事業所との連携状況について                 （延べ利用者

数） 

連 携 先 １０月 11 月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

長井市訪問看護 ST 様 6 7 7 7 8 8 43 

訪問看護 ST さくら様 0 0 0 0 0 0 0 

 

4. 事例紹介 

 体調変化に伴い感情が起伏する利用者への支援 

 退院後からの在宅訪問支援 

 

5. その他 

 

 


